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                             平成 20 年２月４日 
企業会計基準委員会 御中 

                             社団法人 不動産協会 
                             企業財務・会計委員会 

委員長 鈴木誠一郎 
 
「資産除去債務に関する会計基準（案）」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針（案）」に対する意見 
 
 

標記公開草案について、下記の通り意見を取りまとめましたので、ご高配いた

だきますようお願いいたします。 
記 
 

 
１．当該債務の対象となる有害物質等において、例えば、法的義務があっても将

来除却時における費用全体のごく一部に過ぎず、金額僅少で区分することが

困難な場合など、重要性の乏しい資産除却債務については、計上も注記も必

要ないことを確認したい。 
 
２．当該債務の対象となる有害物質等を使用している有形固定資産について、そ

の有形固定資産そのものの除去の履行時期が確定しない場合は、「合理的な

見積もりができない場合」であることを確認したい。 
 
３．例えば、定期借地権付賃貸住宅において、第三者に住宅を売却した場合や、

契約を変更して解体時期が延びた場合、解体義務がなくなった場合の処理基

準の明記（設例等）を願いたい。 
 
４．今回の基準変更に伴い、税制と整合性をとられるよう要望する。 
 

以 上 


